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共聴／ケーブル地域におけるワンセグのあり方に関するアンケート結果－概要共聴／ケーブル地域におけるワンセグのあり方に関するアンケート結果－概要

１．調査概要

（１）対象地域 北陸３県

（２）対象 各地方公共団体及び一般視聴者

（３）調査期間 平成１９年９月２２日～１１月７日

（４）有効サンプル数 ５３団体、一般１６３８件

地方公共団体では、地上デジタル放送が電波で受信できない「共聴／ケーブル地域」にお
いて、電波での視聴を可能にする必要性の調査、また、どのような情報を提供したいかを各
地方公共団体を対象に調査した。

また、一般視聴者に対しては、移動受信が可能なデジタル受信機の普及に関する調査、ワ
ンセグ独自番組の要望、災害情報の入手方法、必要とする情報、電波が受信できない地域
のイメージ等を調査した。
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（１）情報の伝達手段と地方公共団体の提供したい情報について（地方公共団体）（１）情報の伝達手段と地方公共団体の提供したい情報について（地方公共団体）
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送
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災害情報の伝達手段として「防災行政無線」が有効であるとの回答が多い。福井県が他の２県より回
答が多いのが特徴的。次に多いのは「ＡＭラジオ」「ＦＭラジオ」など従来からのメディアで３県共通して
多い。「ワンセグ」「携帯電話のＷｅｂサービス」など新しい情報手段も期待されている。

一方、提供したい情報として、「被害情報」「避難場所・炊き出しの場所・時間」の要望や「給水場所・時
間」「交通情報」「電気・ガス・水道の復旧の見込み」「仮設トイレ・ゴミステーションの場所」が多い。「交
通情報」は石川県、福井県の回答が富山県に比べて多く、地形条件などが考慮された結果と推測でき
る。「安否情報」の回答が少ないのは、個人情報のあり方などと関連があると推測できる。
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（２）災害時に電波が受信できない地域への対応について（地方公共団体）（２）災害時に電波が受信できない地域への対応について（地方公共団体）
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41%
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51%

電波で視聴できるようにすべき

（屋内のテレビは視聴できるの
で）屋外でも移動体受信機（カー
ナビ、ワンセグ）が受信できるよう
になればよい

特に必要ない

その他※

わからない

22%

11%

67%

避難場所・仮設住宅の設置予定場所が、電波を受信できない地域に該当する地方公共団体は、約７
０％ある。その中で、「電波で視聴できるようにすべき」の回答が石川県、福井県に多く、「移動体受信
機（カーナビ・ワンセグ）で受信できればよい」と回答したのは富山県に多い。富山県のようにＣＡＴＶ網
が全県で充実している地域は、「１セグ放送でよい」の回答が多い。たぶん避難場所や仮設住宅の候
補地にもＣＡＴＶ回線が充足しているが、大規模な災害において有線が切断された場合の補助的との
考え方と推測される。

46%

8%

46%

20%

7%

73%

設置場所

１３セグか１セグかの選択

方法についての考え方

富山県 石川県 福井県
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（３）観光地が電波を受信できるようにする必要性について（地方公共団体）（３）観光地が電波を受信できるようにする必要性について（地方公共団体）

「電波で地上デジタル放送が受信できない観光地が当該地域にある」と回答のあった４１団体から回
答を得た。「電波で視聴できるようにすべき」は２０団体で福井県の団体からの回答が多い。「移動体受
信機で受信できればよい」１６団体で、石川県の団体からの回答が多い。「特に必要ない」は、富山県２
団体、石川県、福井県それぞれ１団体から回答があった。

39%

10%

0%

49%

2% 電波で視聴できるようにすべき

住民の方々は屋内でテレビ視聴
ができるため、観光客の移動体
受信機（カーナビ、ワンセグ）が受
信できるようになればいい

特に必要ない

その他※

わからない

6%

44%

6%

44%

電波が受信できない観光地 どのような対応が必要か

電波が受信出来ない観光地
を持つ団体からの回答

（全体）

富山県 石川県 福井県
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53%

16%

5%

26%

（４）地上デジタル放送の電波がケーブルテレビの加入に影響することについて（地方公共団体）（４）地上デジタル放送の電波がケーブルテレビの加入に影響することについて（地方公共団体）

45%

9%
8%

38%

住民の方々にとっては、
ケーブルテレビと直接受
信を選択できるようになる
ので、ケーブルテレビの加
入者が少なくなっても止む
を得ない
ケーブルテレビの加入に
影響が出ない方法で、地
上デジタル放送が移動体
でも視聴できるようにする
のがよいと考えている

その他※

わからない

19%

6%
13%

62%

「ケーブルテレビの加入に影響がでない方法がよい」の回答が富山県に多く、「ケーブルテレビの加入
者が少なくなっても止むを得ない」の回答が石川県に多い。福井県では、いずれの回答についても平均
しており、それぞれの県別の特徴がでている。理由としてはＣＡＴＶ網の充実度の違い、ＣＡＴＶ事業の
運営状況の違いなどが推測できる。

39%

11%

50%

全地方公共団体（５３団体）

石川県（１９団体）

福井県（１８団体）

富山県（１６団体）
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専用受信機
7%

テレビ携帯
26%ノートＰＣ

26%

カーナビ
40%

その他
1%

予定あ
り
15%

検討中
24%

予定な
し
61%

予定なし
61%

検討中
24%

予定あり
15%

（５）移動受信が可能なテレビ受信機の所有と購入予定について（一般視聴者）（５）移動受信が可能なテレビ受信機の所有と購入予定について（一般視聴者）

移動しながら視聴が可能なテレビ受信機の所有者は、「カーナビ」「携帯電話」「ノート型パソコン」が多
い。今後の購入予定では、「カーナビ」がもっとも多く、購入を検討中は「携帯電話」が多い。

購入予定の考え方

テレビ受信機の所有（複数回答）

カーナビゲーション

テレビ機能内蔵型携帯電話
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行政・福祉情報

6%

スポーツ情報

13%

教育情報

3%

災害情報

23%

その他※

1%

防災情報

20%

地域情報

21%

娯楽情報

13%

（６）ワンセグ独自番組の認知度と視聴希望について（一般視聴者）（６）ワンセグ独自番組の認知度と視聴希望について（一般視聴者）

知っている
36%

知らない
63%

無回答
1%以下

視聴してみた
い
45%

視聴したい
17%

わからない
22%

視聴したくな
い
15%

無回答
１%以下

将来ワンセグで独自番組が視聴できることを知っている人が３６％と多い。これは「多分出来るように
なるだろう」とのイメージで回答した人も多かったと推測できる。「視聴したい」「視聴してみたい」が６２％
と多く、視聴したい独自番組は、「災害関連情報」「地域情報」「娯楽情報」「スポーツ情報」などがあげら
れている。

ワンセグ独自番組の認知度

視聴希望（複数回答）

視聴したい番組の内容（複数回答）
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（７）災害情報の入手方法と必要な情報ジャンルについて（一般視聴者）（７）災害情報の入手方法と必要な情報ジャンルについて（一般視聴者）

インターネット
9%

テレビ
15%

ＡＭラジオ
１９%

ＦＭラジオ
14%

音声告知放送
５％

ケーブルＴＶ
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ワンセグ
11%

防災行政無線
7%

携帯Ｗｅｂ
14%

わからない
1%以下

その他
１%以下

災害情報を知る手段としては、既存の「ラジオ」「テレビ」と回答する人が多いが、新しいメディアの「携
帯電話のWebサービス」「ワンセグ」が有効との回答も多い。知りたい情報としては「災害関連情報」「給

水情報」「避難場所等の情報」「電気・ガス復旧情報」などの他に、「スーパー・コンビニ情報」の回答も
多い。

情報の入手方法（複数回答） 情報の内容（複数回答）

スーパー、コ
ンビニ情報

8%

電気・ガス・
水道の復旧

11%

交通情報１
２％

安否情報
12%

被害情報
14%

避難・炊き出
し場所・時間

13%

仮設トイレ・
ゴミの場所

11%

給水場所・時
間
13%

わからない
１％以下

その他※
１％以下

銀行、郵便
局情報
5%

知りたい情報
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無回答

1%

(観光地へテレビを見に行

くわけではないから）

特にない

71%

あまり行きたくない

13%

わからない

10%

その他

5%

（８）電波で地上デジタル放送が受信できない地域へのイメージについて（一般視聴者）（８）電波で地上デジタル放送が受信できない地域へのイメージについて（一般視聴者）

静か・リラックス
できる
5%

のんびりしてい
る
5%

過疎地
27%

田舎
28%

不便な土地
28%

わからない
5%

その他
2%

「不便な土地」「田舎」「過疎地」などマイナスイメージで捉えている人が多く、「のんびりしている」「静
か・リラックスできる」などプラスイメージで捉えている人は少ない。また、そのような地域に対するイメー
ジとしては、「（観光地へテレビを見に行くわけではないから）特にない」との回答が殆どで、「行きたくな
い」の回答は少なかった。

地域イメージ（複数回答）

そのような観光地へ


